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VirginiaWooIf(1882～1941)のrroT"eLjg〃加郷"(｢燈台へ」1927)
を読んでまず感ずることは，非7irに巧承な手法で書かれていることである。時
には絵画の如く美しく，時には心理学の如く微妙に，時には哲学の如く深遠
に，人間の「意識の流れ」(4streamofconSciousness')を追求しているのが
Woolfの小説手法の鋤であろう。WoolfがT"gCo加獅0"Re"derの中の
一章G4ModernFiction''で，小説は人間の外面的なことの承を説明するので
なくて，人間の内面の動きを直写するものでなければならないと主張している
ことは布名である。我々の心の生活を描くのが小説だと云うが，「心」とはど
ういうものかというと，普通「心」は「知」「情」「怠」の三つに分かれ，「知」
とは外界を知覚を通して反映させ，それについて考え判断して，我々の行動を
その状態にふさわしく反応させていく活動であり，「‘“とはその全過程に洲
然とした統一を保たせる原動であり，「補」とはこうした知的な把握や意志的
な動向が働く時でも，そのまわりにつきまとっており，又表面上は消え去った
時ですら，知性や意志の底深くひそんで働きつづけるものであると云われる。
こういう複雑きわまる心の動きを描こうとする場合，その手法，特にその場の
言葉の選択や文恥の11fき方が，大きな問題となると思われる。この場合の言葉
とは，辞書にある意味以上のものを伝えなければならない。
さて，7℃T〃e〃g〃加郷“を，彼女の夫LeonardWoolfは，「心理詩」
(Capsychologicalpoem')と評したそうだが(1>,確かに時的な手法が多く用い
られており，多くの批評家達も指摘している。その後の作品T"eWa”s
(｢波」1931）などは，小説と云うより詩に近いものである。詩とは，小説より
もつとすぐれた抽象を，もっと洗練された典火を，そしてもっと強烈で普遍的
な情緒を作り出すものだと考えて良いと思う。従って,G､S.Fra*rが「気分
と感覚のKi¥人」(,V.Woolfisthep"tofmoodandsensation')と云ってい
るように“，作品を腕めぱWoolfが詩人的だと誰しも感ずるのである。
Woolfは，言葉のもつ形や色や香り，又そのニュアンスを嗅ぎ分ける詩的な
鋭い感覚をそなえていたと思われる。その上，彼女の古今の文学を通じての教
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養が，その言葉を豊富にしていると思われるし，更に彼女の日記を銃むと’書
く事に対して術に械爽で，推敲を重ね努力する作家であることが解る。
しかし，書く恥に誠実であればあるだけ，番く時の心労は並々ならぬものだ
ろうし，思うように躯が運ばず絶望的になったり，読象返してゑて全く嫌気の
さすことも多かっただろう。それなのに,TOT"eLigAMo"seは’他の作
品の場合と違って，非常な速度で自由に響いており，出来上ったものに対して
はWoolf自身が満足しきっている。即ち，次の様に杏いている。‐
lamnowwritingasfaStandfreelyasIhavewritteninthewholeof
mylife;moreso-20timesmoreso-thananynovelyet.“
DearmephowlovelysomepartsoftheLjg〃〃o"Seare1Softandpli･
able,andlthinkdeep,andneverawordwrongforapageatatime.〔4J
これを挑む時．この作品中の薗紫や文軍に対する興味が一届増すような気がす
る。
上に述べた事柄の一面を実雛していると思われる色彩と音響の巧玖な描写方
法について，特に興味深く思われたので，ここではそのﾘについてのゑ述べて
象たいと思う。
さて，我々の心の状態は，色彩や音響から大きな影響を受けるし，特別な連
想をひき起されるものである。とは云ってゑても，感覚的なものだから，年齢
や性その他種々の条件によって個人差も賎だしく，それに理解は困難なものだ
し，一見とりとめもない事のような気がする。けれども一方から見れば，そこ
には砿かに何か一般的で共通なものがあり，それらが或る一つの色や青の表悩
であり象徴であると云われても，不思議ではないのである。ところで，豊富な
連想や象徴に満ちている色や商を苫き表わすのに，箇葉の芸術家である詩人や
小説家が，多少の差はあっても，興味を抱いていることは云うまでもないと思
う。その点,Woolfは，前に述べた如く，「気分と感党の詩人」と云われる程
の，異附な位鋭いセンスの持主であり，高梁の使い方が，細心且つ厳正な作家
であるから，非術に強い興味を持っていたのではないだろうか。
特に色彩に関して思う時，我々は，彼女の姉Vanessaが画家であった事や，
彼女の友達の中に，後に姉の夫になった美術批評家CliveBell*,印象派の
画家であり美術批秤家でもあったRogerFryが居ったのを思い出す。印象派
と云えば，十九世紀の古典絵画の如く固有色に縛られず，光と色，肌明によっ
て変化する色彩の関係を把握して，この問ｲj.色を脱却し，豊かな色彩を主張す
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る画家達である。故にWoolfは，絵画や色彩に対しては高度の知識と強い興
味を術えていたと思われる。その証拠に，TbTAeLi帥ｵﾙO"Seの中でも，
画家Bri""が登場しており，時々絵画や印象派のことに対する，彼女の見解
が書かれていた。
このようにして考えていくと,Woolfが，色や音そのものの訴えるもの，
それらの間のハーモニーを意識的に小説の中に持ち込承，見える色やⅢえる音
を，そのまま写すというよりも，彼女が表現したい何物かを，色や音で表わ
し，作中人物と銃者の心理に，同時に直接に話しかける方法を用いていると考
えても，誤りではないように思われるのである。その手法は，連想をたくまし
くさせたり，鮴かな印象を与えたりする点で，なかなか効果的な伝連法であ
る。
では，色彩の方から先に象ていくことにする。試承に，私はrbr粉g
LighMo""の中の色彩に側する語の出てくる合計数を調べて承たら，約270
回余りで，この数は小説の長さから云うと，特に多いとは云えないかも知れな
い。その中で肢も多く使われているのは青色(blue)で，次に白色(white),
緑色(green)の順となっでいる。青色と緑色は海の色を，白色は燈台の色を
代表しているぷたいである。又，これらの色は,Woolfが股も好んだ色で，
即ち，彼女自身の色と云えるかも知れない。とにかく，使われた色彩の多少や
亜類によって，作家の個性が現われると，私は思っている。
それでは，作中の色彩の効果を狙ったと承られる描写の実例をいくつか挙げ
て承よう。
Forlhegreatplalefulofbluewaterwasbeforeher;thehoaryLight･
house,distant,austere,inthemidst;andontherighi,asfarastheeye
couldseepfadingandfalling,insOftlowpleats｡thegreensanddunes
withthewildnowinggrassesonthem,whichalwaysseemedtoberun.
ningawayintosomemooncountry,uninhabitedofmen.(p､14)
我々は，美しい一枚の絵を見るようである。Mrs・Ramsayが，この風鍛を見
て「まあ，なんて美しい！」と叫んだのが，そのまま読者に通ずるのは，この
部分の色彩語のお蔭である。それらは「月の世界」へつづいているぷたいだと
いうことにより，更に幻想的な美しさを増している。
．．、fOritwasbrightenough,thegrassstillasoftd"pgreen,the
housestarredinitsgreenerywithPurplepasSionaowers,andrcoksdrop.
pingcoolcriesromthebighblue･Butsomethingmoved,nashedptumed
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asilverwingintheair．．・・Soofftheystrclleddownthegardeninthe
usualdirection,pastthetennislawn,pastthepampaggrassptothatbreak
inthethickhedge,guardedbyred･hotpokerslikebraziersofclearburn･
ingmal,betweenwhichthebluewat"softhebaylookedbluerthan
ever.．．．First,thepulseofcolournoodedthebaywithbluebandthe
heartexpandedwithitandthebodyswam,onlythenextinstantlobe
checkedandchilledbythepricklyblacknessontherumedwaves.Then,
upbehindthegreatblackrock,almosteveryeveningspurtedirregularly,
somatonehadtowatChfOritanditwasadelightwhenitcame,a
fOuntainofwhitewa#er;andthen,whileOnewailedfbrthat,onewatched｡
Cnthepalesemicircularbeach,waveafterwavesheddingagainandagain
smoothlyanlmofmother.of､pearl．(pp.22～23)
ここでは，場面に動きがあるから，カラー映画のようである。スクリーンにひ
きつけられながら，寄せてはかえす波やそびえ立つ岩にLilyfgWilliamと同
じく何かを考えさせられる。
今度は自然の色の描写でなくて，心理作用を巧孜に利用した比峨的な色彩の
用法の例を挙げて承よう。
ScoldinganddemonstratingallhadfOldeditselfquietlyabouther,when
thegirlspoke,aspafteranightthroughthesunshinethewingsofabird
foldthemselVesquietlyandtheblueOfitsplumagechangesfrcmbright
steeltosoftpurple.Shehadstoodtheresilentfortherewasnothingto
besaid．(p.32)
翼の色の4brightsteel.blue'から｡softpurple'への変化は,Mrs.Ramsay
の心の変化を象徴している。女中が「故郷の山々が，とても美しいんですよ｡」
と云うのを聞きながら,Mrs.Ramsayは，女中の父視が癌で死にかかってい
るのを知り，急に愉然としたやさし承を持ち，それはやがて次第に絶望的にな
っていく。白味がかった紫色の翼になって動かなくなった鳥は，次の｡them
wasnohope,nohopewhatever,'という気持であり，女中の父親の死が暗示
されるような不安さを表わしていると思われる。
Thelightinthegardentoldherthat;andthewhiteningofthenowers
andsomethinggreyintheleavesconspiredtogethertorouseinherafeel･
ingofanxiety．(p,71)
この引用では,Mrs.Ramsayの心配で不安な感怖を，晩方の花の白っぽい色
と木の梁の灰色とで象徴している。
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Suddenly,assuddenlyasastarslidesinthesky,areddishlightseemed
tobuminhermindpcoveringPauIRayley,iSsuingfromhim.Itroselike
a6resentupintckenofsomecelebrationbysaVagesonadistantbeaCh.
Sheheardtheroarandfhecrackle.Thewholeseaformilesroundran
redandgold･SomewinysmellmixedwithitandintoXicatedher,for
shefeltagainherownheadlongdesiretothrowherselfoffthecliffand
bedrownediookingfOrapearlbroochonabeach．(p.203)
この部分は,Lilyの思い出しているところだから,119頁から120頁の所を合
わせて考えなければならないが，非常に面白味のある描写だと思う。つまり，
色と音と香によって綜合的に，恋愛観を述べているのである。視覚的には赤色
と金色で，聴覚的には捻り声と裂音で，嗅覚的には涌のような香で，恋愛とい
うものをLilyは捕えている。即ち，「恋愛とは，美しく感助的だが，その反
面，野蛮で恐しいもの，子供っぽくて非人間的だが，しかし熱っぽく辞わせ夢
中にさせるものだ」というのである。Woolf独特の実に素lll'iしい表現法でな
いだろうか。
こうした観点から眺めると,7bT"eLigﾙｵ伽"“に出てくる人物も,色彩
によって象徴されているようなことはないだろうか。その人物の形容に用いら
れている色によって，その｢人柄｣を浮び上らせるような方法が，時々用いられ
ているように思われる。作品中の人物は，殆んど範囲の限られた人達で，イン
テリや芸術家や子供達で，鋭い感覚の持主が多い。夫々は個性的であると共
に，また典型的なタイプの代表承たいであるし，作者自身もその中に，作中人
物の口や思いを通して，時々出ているようである。Woolfは，性格描写よりも
心理描写を重んずる作家だと云われているが，夫々の人物描写が，その人の思
いと，他の人々の印象や反応によって示される如く，色彩も，そのまま描写さ
れるよりも，他の人々の眼や印象を通して描かれている点に注意すべきだと思
う。
では，作中人物を色彩の上から眺めて承よう。まず,Mr・Ramsayは｡little
blueeyes'(p.4)をもち，彼の子供述からは｡ablack-wingedharpy'(p.213)
と考えられ,Lilyは彼をカンバスの上に,･abrownspotinthemiddleof
thebay'(p.210)で描いたところの人物である。すると,Mr.Ramsayの色
は青と黒と茶である。青色は，真実，深遠，冥想，沈着等を示す色で，黒色
は，沈黙，悲哀，難君，不幸を示し，児竜画では，子供が恐怖心を表わす色で
あり，禍色は,1.1己本位,i,'i熱,I]惚，欲求等を派す色である。ここで，読者
は色彩の心理によって,Mr.Ramsayの性格のアウトラインを知る邪が出来る
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と云えよう。実際に，哲学者のMr・Ramsayは常に真実しか云わないが，自
己本位で熱短かな叱酎屋，子供達には強制的だったことなど思い出される｡次
に,Mrs.Ramsayは,@greyer-eyes'(p.14)をもち,$greenshawl'(p.76)
をつけるし,Mr.Bankesは，彼女の娘時代を思い出しdgreyhat'をかむり，
何時でも･shewasingrey'(p.205)だったと云うし,Mrs・McNabは，
GgIEycloak'(p.157)をつけた奥搬だと記憶しているし,Lilyは，カンバス
の上に@triangularpurpleshape'(p.61)で描いたところの人物である。故
に,Mrs・Ramsayの色は灰色と緑と紫である。灰色は，消楚，知性，落務，
幻影を示し，緑色は，親愛，柔和，若さ，知性を示し，紫色は，優美，温厚，
永遠，高貴等を示す色である。我々は，たぐい稀な美人で，話や料理が上手で
パーティの主役をつとめる，親切で世話好きで魅力的な女性であり，しかも落
着いて時には考え込承思索に耽ったりする女性だったMrs.Ramsayを思う
時，色彩の象徴するものと大体一致するような気がする。三番目に，画家の
Lilyをゑると,LilyはdlittleChi加eseeyes'(p.121)をもち,Clittlegrey
dress'(p.121)を瀞ている。従ってLilyの色は，黒色と灰色である。その
上，両方に4little'という語がついて，何か貧弱で粗末な感じがする。この二
つの色は,Lilyがオールドミスの画家で，容貌は‘悪いが頭が良く，何時も一人
ぼっちで絵にいそしんでいる姿を，よく表わしていると思われる。四番目に，
老詩人AUgustusCarmichaelは,(yellowcat'seyes'(P.11)をもち，それ
が時には,smokyvaguegreeneyes'(p.2")ともなり，また0beardyellow'
(p.46)をもち,4yellowslipFrs'(p.46)をはくところの人物である。彼の
色は黄色と，わづかの緑色である。黄色は，希瓠，夢．平和を示し，緑色は，
純情，若さ，知性等を示す。彼のﾘを,Mr,Ramsayが「本物の詩人だ」と云
ったのを考えると，而白い。こうして,WilliamBankesは4clearblueeyes'
(p.60)をもっているから，清潔で冷紳で典実を求めるところの賊実な植物学
者であり,Tansleyは@blue,deepeyes'(p.99)の勤勉で野心的な青年であ
る。それから,MintaDoyleは@lar"brOwnCyeS'(p.114)をもち，時には
周囲の人々に<goldenhaze'(p.115)をつけているゑたいに見える美しくて
情熱的で明朗だが，自己本位の我まま娘である。
して説ると，作巾人物の色彩描写が，その人の人柄のアウトライン，又は或
る一面を暗示するのに，大きい役割を果していることになる。そして，上に
挙げた例で解る如く，主に眼の描写が多いことに，我々は気付くのである。
Woolfが，眼の色に注意深いというリドは，「眼は心の鏡である」と古くから云
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い慣らされている率爽と思い合せて，興味深い。
この作品の色彩の象徴について，或る批評家は，次の如く述べている。
Thereisacoloursymbolismrunningrightthroughthebook.When
LilyBrismeiswmstlingunsuccessfullywithherpainting,inthenrst
partofthebook,sheseesthecoloursas0cbrightvioletandstaring
white,''butjustassheachievesher6nalvisionatthebook'sconclusion,
andisthusabletocompleteherpicture,shenoticesthatthelighthouse
6｡hadmeltedawayintoabluehaze'';andthoughsheseesthecanvas
clearlyforasecondbeforedrawingthefinalline,theimplicationremains
thatthisblurringofcoloursisboundupwithhervision.Mr･Ramsay,
whovisualizesthelast,unattainable,stepinhisphilosophyagglimmer･
ingredinthedistance,iscontrastedwiththelessegotisticalLily,who
workswithbluesandgreens｡andwithMrs.Ramsay,whoisindicatedon
Lily'scanvasasdoatriangularpurpleshape.''Redandbrownappeartobe
thecoloursofindividualityandegotism,whileblueandgreenarethe
coloursofimpersonality.Mr.Ramsay,untiltheveryendofthebook,is
represenedasanegotist｡andhiscolourisredorbmwn;Lilyisthe
impersonalartist,andhercolourisblue;Mrs･Ramsaystandssomewhere
between,andhercolourispurple.Thejourneytothelighthouseisthe
journeyfromegotismtoimpersonality.(3)
色彩の心理から考えて,Mr・Ramsayの燈台行きはGegotism'からoim"r-
sonality'への旅であるという見方は，なかなか面白いと思う。避台の光は，
何か悟りの境地を思わせ，人生の本質に向って人生航路を走っている人間達の
代表承たいに，ポートの中のMr.Ramsayを考えることも出来そうである。
ところで，色彩はこの位にして，次はしばらくフbTAeLig"加"Seの中
に描かれた音響に対して，耳を傾けて承よう。この作品を読んでいく時，処々
で聞えてくる音を，我々は意識せざるを得ない。これらの音響は，作中人物に
聞え感じさせると同時に，読者の耳にも直接呼びかけてくるようで，非常に効
果的である。では，実例を挙げて，少しばかり考えて承ることにする。
第一部の3(pp.17～19)を読んで承ると,Mrs.Ramsayの耳に多くの音が
開える。Mr・Ramsayと若い男述の話し声が，快よい高低音となって，半時間
余りも続いていた。ふと'それが止むと，波の音が閉える。波の音は，人間の
心に如何に響くだろうか,Mrs.Ramsayの耳には，或る時は単調に穏やかに，
'Iamguardingyou-Iamyoursuppart'(p.18)とささやく子守唄承た
いだが，或る時は無慈悲に不安に,.aghostlyrollofdrums'(p.18)のよう
に聞え，人生の無術を厳しく警告するように思われる。Mrs.Ramsayは，一
瞬はつと緊張するのだが，又しばらくしてⅢえ始めた夫等の話し声のリズミカ
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ルな響きに誘われ，日附生活の安楽の中へ入って行くのである。これは，一つ
の楽曲を思わせる手法である。
．．、forifshedidnotdoitnobodywoulddoit,andso,givingherself
thelittlesakethatonegivesawatchthathasstopped,theoldfamiliar
pulsebeganbeating｡asthewatchbeginsticking-one,two,three,one,
two,thmebAndsoonandsoon・sherepeated,listeningtoit｡sheltering
andfOsteringthestillfeeblepulseasonemightguardaweaknamewith
anewSpaper.(p.97)
ここで川かれる音は，実際の音でなくて，心理作用を巧承に利用した比喰的な
音である。ここには三つの音があって，それらは，時i}l･のカチカチ時を刻む音
と,Mrs・Ramsayのトキトキいう血液の妓動の音と，メラメラしている炎の
かすかな音である。これは，晩餐会の中心人物としてのMrs.Ramsayの心を
音によって描写することにより，大きな効果をあげていると思う。リズミカル
な音と共に，うちとけた明るいパーティにもり上げていこうとする彼女の焦燥
的な気持が，我々に直接感じられるのである。
この作品の第二部は，全体が素晴しい－つの詩だとは，しばしば云われるこ
とである。極々の音も聞かれる場所が多いが，私に最も印象的だった表現を，
二ケ所引用してゑる。
Onceonlyaboardsprangonthelanding;onceinthemiddleofthe
nighlwithamar,witharupture,asafterCenturiesOfquiescenCearoCk
rendsitselffromthemountainandhurtlescrashingintothevalley,one
fOldoftheshawlloosenedandswungtoandfro.(p.150)
人間の存在など考えられないような，偉大な自然の発する音である。山が崩れ
るかと思う程，すさまじい噛りと破裂音をひびかせて，ショールのひだが一つ
ほどけて，ゆらゆら揺れるとは，何と感覚的で象徴的な手法だろう。同じよう
な例として：－
Butslumberandsleepthoughitmighttherecamelaterinthesummer
ominoussoundslikethemeasuredblowsofhammersdulledonfelt,which,
withtheirrepeatedshocksstillfurtherloosenedtheshawiandcracked
thetea･cups.Nowandagainsomeglasstinkledmthecupboardasifa
giantvoi"hadshriekedsoloudinitsagonythattumblersstoodinside
acupboardvibratedtoo.Thenagainsilencefell;andthen,nightafter
night｡andsometimesinplainmiddaywhenthemseswerebrightand
lighttumedonthewallitsshapeclearlythereseemedtodropintothis
silencethisindifference,thisintegrity,thethudofsomethingfalling.(p.154)
Ⅱ◎4 TOTheLighthoUSe
ここでは，恐しく不吉な背響に，我々は異常な緊張を感ずる。つまりこれらの
音は，砲ｳ1iの炸裂する第一･次世界大戦を暗示するものであり，そして最後の行
のqthethudofsomethingfalling'というのは,Ramsay夫斐の艮男Andrew
の戦死を暗示する音である。このように，戦争の恐しさ残酷さ騒々しさを，そ
れとは全く別な人気のない場所の物汗で表現しているところに,Woolfの技
巧的な苦心の跡が忍ばれるような気がする。
以上，全く粗末だが，私は”TAGLig腕加"”の色彩と音糎の効果的な
用法について述べて承た°「WoOlfの小説には，センセイショナルなところが
ある。それは，色や形をゑてうっとりした画家とか，場面や趣味に酔った詩人
のもつセンセイショナリズムである。しかし，彼女はセンセイションをこえ
て，或はむしろ感覚を通して，いっそう高い理解へと達する。……感覚は常に
感覚以上のものであるが，感覚においての象現実は知られるのである｡」と，
RIad,kstoneが評しているが(03),全く同感だと考える。
さて，この作品の始めから終りまで，常に見られllHかれたのは，海の色と背
であった。これを敷ると,Woolfが子供時代の夏を過したCornwallの海が彼
女に与えた印象は余程強烈だったらしく，生涯つきまとっていたと思われる。
何故なら，多くの作品が海に関係しているのを承れば解る。Woolfが，この
小説で述べようとしたテーマ，即ち父雌の性棺，人朋の孤独感，時間と生と死
などを考える時，海や峨台は，単に1職tというだけでなく，非附に象徴的で意
味深長である。
昼の青緑色の水面と，快いリズミカルな波の音と，真白にそびえ立つ燈台
－－夜の無味を帯びた海の色と，不吉な太鼓の響きにも似た波の汗と，その上
に金色の光を放っている熾台の眼一このようなｿ城tが，テーマを一層鮮かに
生き生きと読者の頭の｢'1に印象づける役目をなし，その色彩と音稗が，この作
品を益々魅力に富ませていると思われる。
（引ﾉ11文の頁放はエヴリマン版のもの）
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